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	2023年度事業報告書(案)
	1. 定時総会
	◆2023年度定時総会（参加者：91名　委任状：25名　書面による議決権行使：41名定足数：63名）
	日時：2023年6月21日(水)　 14:00～14:40
	開催場所：ワテラスコモンホール（リアル開催）
	2. 定例理事会
	◆2023年度第1回定例理事会（参加者：14名　定足数：9名）
	日時：2023年5月18日(木)　10:00～12:00
	開催場所：日本エシカル推進協議会事務局（オンライン開催）
	◆2023年度第2回定例理事会（参加者：15名　定足数：9名）
	日時：2023年11月16日(木)　10:00～12:00
	開催場所：航空会館ビジネスフォーラム505小会議室（ハイブリッド開催）
	3. 臨時理事会
	◆2023年度第1回臨時理事会（書面）（参加者：16名　定足数：9名）
	日時：2023年6月1日(木)
	開催場所：日本エシカル推進協議会事務局（メール開催）
	◆2023年度第2回臨時理事会（書面）（参加者：14名　定足数：9名）
	日時：2024年2月13日(火)
	開催場所：航空会館ビジネスフォーラム506小会議室（ハイブリッド開催）
	4. 企画委員会
	◆第46回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年9月13日(水)
	オンライン開催
	◆第47回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年9月20日(水)
	オンライン開催
	◆第48回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年9月27日(水)
	オンライン開催
	◆第49回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年10月4日(水)
	オンライン開催
	◆第50回企画委員会（参加者：6名）
	日時：2023年10月18日(水)
	オンライン開催
	◆第51回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年10月25日(水)
	オンライン開催
	◆第52回企画委員会（参加者：6名）
	日時：2023年11月8日(水)
	オンライン開催
	◆第53回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年11月15日(水)
	オンライン開催
	◆第54回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年11月22日(水)
	オンライン開催
	◆第55回企画委員会（参加者：6名）
	日時：2023年11月29日(水)
	オンライン開催
	◆第56回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年12月13日(水)
	オンライン開催
	◆第57回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年12月20日(水)
	オンライン開催
	◆第58回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2023年12月27日(水)
	オンライン開催
	◆第59回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2024年1月10日(水)
	オンライン開催
	◆第60回企画委員会（参加者：6名）
	日時：2024年1月17日(水)
	オンライン開催
	◆第61回企画委員会（参加者：6名）
	日時：2024年1月24日(水)
	オンライン開催
	◆第62回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2024年1月31日(水)
	オンライン開催
	◆第63回企画委員会（参加者：6名）
	日時：2024年2月7日(水)
	オンライン開催
	◆第64回企画委員会（参加者：6名）
	日時：2024年2月14日(水)
	オンライン開催
	◆第65回企画委員会（参加者：6名）
	日時：2024年2月28日(水)
	オンライン開催
	◆第66回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2024年3月6日(水)
	オンライン開催
	◆第67回企画委員会（参加者：7名）
	日時：2024年3月13日(水)
	オンライン開催
	◆第68回企画委員会（参加者：6名）
	日時：2024年3月27日(水)
	オンライン開催
	5.各事業/WGの活動
	1) エシカル消費・生産推進法の制定を目指したロビー活動
	自民党、立憲民主党のなかでそれぞれ勉強会を開催した。
	2) エシカル公共調達の推進
	現在、検討中。
	3) エシカル交流会
	エシカルサロンを開催。
	エシカルに関する最新情報をお届けすると同時に、社会課題解決、エシカル社会形成に向けた意見交換の場として「エシカルサロン」を、主に夕方から夜にかけて開催。
	第3回　日時：2023年7月21日（金）18時00分～
	場所：自然食レストラン Kimitan house（キミタンハウス）
	エシカルサロンvol.3
	「エシカルとネイチャーポジティブ～生物多様性が目指すもの～」
	ゲスト：足立直樹　JEI副会長
	動物性のものを使わない、自然食レストランにて、半立食形式で開催。
	エシカルとネイチャーポジティブをテーマに、生物多様性に関する足立理事
	からの話題提供の後、全員での自己紹介も交えて、交流と意見交換を実施。
	第4回　日時：2023年9月22日（金）18時00分～
	場所：サスティナブルキッチンROSY
	エシカルサロンVol.4
	「エシカル調査と Z世代のエシカル意識について」
	ゲスト：稲野辺海　ソーシャルビジネスプロデューサー
	サスティナブルキッチンのROSYにて、身体にやさしい自然食・オーガニック
	の食事を頂きながら、エシカル調査と Z世代のエシカル意識について、講師
	の稲野辺様と交流や意見交換を実施。
	第5回　日時：2023年11月17日（金）18：30～21：00
	場所：ミナガワビレッジ
	エシカルサロンVol.5
	「動物が社会を変える　ーその証拠と企業の取るべき対策ー」
	ゲスト：岡田千尋　JEI副会長
	第5回より、近代ビルの立ち並ぶ賑やかな表参道の裏通りにある憩いの場、ミナガワビ　レッジにて開催。ミナガワビレッジは1957年に建てられた木造の戸建て住宅。エシカル　に相応しいお弁当など飲食と共に最新情報と意見交換・参加者との交流。動物をテーマ　に岡田理事から話題提供と交流・意見交換を実施。
	第6回　日時：2024年1月26日（金）18：30～21：00
	場所：ミナガワビレッジ
	東京都渋谷区神宮前4-9-13
	エシカルサロンVol.6
	「エシカル就活　〜個々の価値観を大切にする就活〜」
	ゲスト：株式会社アレスグッドCEO 勝見　仁泰氏
	エシカル就活を作り上げた第一人者である勝見様より、エシカル就活って、これまでの　就活と何が違うの？など話題提供と、エシカルなお弁当などお食事と共に、交流と意見　交換を実施。
	日時：2024年3月21日（木）18：30～21：00
	場所：ミナガワビレッジ
	エシカルサロンVol.7
	「国際認証ラベルとエシカル消費」
	ゲスト：山口真奈美　JEI副会長/一般社団法人日本サステナブル・ラベル協会 代表理事
	講師の著書「サステナブル調達を成功させるための国際認証の教科書」（2024年2月5　　日）より、サステナブル調達からみる社会変革の可能性について、認証の動向やエシカ　ル消費との関係性などを話題提供。お食事は話題にちなみ、国際認証食材を使用したエ　シカルなお弁当（MSC認証の弁当とヴィーガン弁当の選択制）を用意。
	4) エシカルアワードの創設
	現時点では検討中。
	5) JEI SDGs Survey
	エシカル教育推進事業の一環として、2017年10月よりSDGs への自己理解と態度・行動の診断ツールとして想像力・情報力・学習力・行動力・達成力を導くオンラインSurveyを公開し経年運用を行なっている。2024年5月15日現在で12480件のアクセス数となった。本年度の活用は以下の通り。
	1． 武蔵野大学　しあわせ研究所　紀要第６号掲載　（2023年5月発行）　　　　　　　　　　　　　　　白鳥教授＋薄羽客員研究員
	「SDGs意識・行動変容調査〜学習効果によるコンピテンシーの変化〜（その３）」
	→https://www.musashino-u.ac.jp/albums/abm.php?f=abm00025546.pdf&amp;n=SDGs+
	意識・行動変容調査〜学習効果によるコンピテンシーの変化〜（その3）.pdf
	に続き本年度、JEI SDGs SurveyとWell-being Circle を連携活用した幸福度とSDGs度の相関研究を継続。紀要第７号投稿に向けて、これまでの大学生の調査研究から一般市民の調査研究へ対象を広げ、伊東市内で調査実施を行い、紀要に投稿。
	2． 日本ESD学会　機関誌「ESD 研究」第７号投稿に関する
	筑波大学附属坂戸高校＋JEI会員企業であるエーピーピー・ジャパン株式会社
	JEI エシカル教育推進WG連携
	エーピーピー・ジャパン山崎シニアマネージャーと共に筑波大学附属坂戸高校におけるインドネシアフィールドワークにおける企業研究とJEI SDGs Surveyによる自己診断結果を通じて高校生・大学生の学習変容の研究を実施中。2023年7月に坂戸高校1年生160名グローバルライフ授業内においてエーピーピー・ジャパン株式会社業務紹介とともにSDGsレクチュアをご依頼いただき実施。2023年8月筑波大学のオンライン授業プログラムにJEI SDGs Survey解説を採用いただく。
	日本ESD学会に投稿。
	3． SDGs Survey　会員企業様　調査活用
	エーピーピー・ジャパン株式会社様　ユニバーサル・ペーパー株式会社様
	2018年度から組織内経年調査。
	2023年度を10月実施-11月分析。
	その後、JEI エシカル基準を社内実施。
	JEI よりコンサルティングを求められる。
	4． 団体連携イベント
	内閣府 地方創生SDGs官民連携プラットフォーム「安全とSDGs分科会」
	SDGs Surveyを契機として協働機会を得た継続公開セミナー実施
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